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桂亜沙芙 三村恭代

注目の主演女優4人絹は、現役高校生
清楚なたたずまいと、はにかんだような笑顔の奥の一途な想いが胸を打つ

主人公郁子役の水谷妃里。映画、 CM、ドラマで活趾中の水谷が、映画初主

演となる本作で圧倒的な魅力を開花させる。そして1il1 子の親友の真理を滅

じるのが上野樹星。‘'妹にしたい女の子No.l’'としてメディアを賑わせる彼女

だが、映画初出演の本作では負けん気の強い、向こう見ずな兵理役を体 ‘Li

たりで演じている。一方、郁子と同じ男の子を好きになってしまう巴を演じる

のは「バトル・ロワイアル 11 」でも注llされる桂亜沙美。現代的な個性の中にも、

郁子を思いやる少女のやさしさを滲ませる。

そして郁子の心の動きを、控え [I ながら

温かく見守る玲—f役の三村恭代。彼女

はいつも森を渡る風のような爽やかさを

スクリーンに漂わせる。 4人4様、「今」の

魅）J全l#jで、 17歳の虹を体現している。

作品を支える多彩な出演陣
主人公郁子の父親を演じるのは、下関出身の演歌歌手山本譲二。映画初IlI i賓

とは思えぬ索晴らしい演技で、物語の要を担う。そして、2003年の郁子を蒻樹溶

が凍として演じ、マラソンランナーの谷川真理がやはり2003年の真理役を浙じる。

チルソク： 091RI i:tで「し夕」の立。
一年に一崖、織姫と彦星が―Kの川を渡って 11ぱ1 会うという伝説は、韓国でも伝えられている。

ストーリー 1977年7月7H。下関と釜山の問で行われた親善
陸上大会に出場した{ii；子は、一人の韓国人の男の子と出会い、淡い

恋をする。「米年の夏、この大会で再会しよう」。携俗もメールもない

時代、 II本と韓同が今ほど親しくなかった時代。郁子の初恋をなんと

か実らせたいと奔走する兵理、巴、玲子の3人の胸にも、いつの間に

か{il；子の切ない想いが住み着き、そして奔流のようにあふれ出す 。

佐々部清監督の映画人生と夢が結晶した、
新しい「スローシネマ」の誕生
「鉄近U （ぽっぽや）」「ホタル」等のチーフ助監腎を経て、「陽はまた

昇る」 (2002年／ 11本アカデミー11優秀作品伐）で、初監督にしてメジ

ャーデビューを果たした佐々部清監粁。故郷の下関を舞台に映画を

作りたいという10年来の情熱を、本作「チルソクの夏」で遂に実現さ

せた。とりたてて大事件が起こるわけでもない、派手なアクションシー

ンもない。淡々とIJ々を生きる登場人物たちの表情や仕印や行動のひ

とつひとつをJ1念に描くことで、彼らの人生で柏み直ねてきた想いや、

ふとした感情が、見る者の心に沿み込んでくる。それは、監腎佐々部

泊が18年の映両人生で学び、最も大切にしてきたことだった。今、そ

のような映画を「スローシネマ」と名付けたい。そしてこの「スローシ

ネマ」は、人々の心にいつまでも生き続けるのだ。

l:-11l1 り） 1 ：イルカ「なごり •9t」 (2002年パージョン 悼l ヽl,:fiパージョン II 本クラウン）

行楽： IAl 材ill!lill（オリジナルサウンドトラック コロムピアミュージックエンタテインメント）

挿人 ,11,: 「あんたのバラード」 IIt良公 IIIJ＆ツイスト 「横須沢ストーリー」 llII II'i忠 「SOS」ピンク・レディー他

文化It映酬i芸術販煎 ’It菜 ，’t少年映貞寄議会推選

2003年 カラー（一部モノクロ） 1 時1:115l 分 d ts ステレオ

邸樹i笞 夏木マリ 谷川真理 イルカ

7月 108 （土）モーニングショー
A.Ml0:00(1 回のみ）直

特別鑑賞券好評発売中 ¥1,300 （当日 ¥1,800のところ）
（当日料金：一般¥1.800／大・高生¥1,500／小人・シニア¥1,000) 税込み http://www.osgroup.co.jp 


